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1.は じめ に

毎 年4月 に な る と新 入生 が 筆 者 の スペ イン語初級の クラスに もや って

くる。最初 の2週 間 は オ リエ ンテー シ ョン期 間 であ る。 筆者 としては こ

の短 い間に スペ イン語のお もしろ さと有用性 を学生諸 君に訴z ,少 しで

もスペ イ ン語 お よび スペ イ ン語文化 圏 に興味 をもって もらいたい と考 え

て い る。

しか し,大 学 の 第2外 国 語 は盲 腸 の よ うな もの で,何 の役 に 立 つ か わ

か らな い と思 われ てい る。 事実,筆 者 自身,大 学 の 第2外 国語 は ロ シア

語 で あ った が,今 で は まっ た く仕 事 に 関係 が な く,単 語 も"ハ ラ シ ョー"

と"ス バ ス ィー一バ"ぐ らい しか 頭 に残 って い な い。 高校 か ら第2外 国語

と して フ ラ ン ス語 を勉 強 していた筆者 は,外 国 語 を勉 強 す るの が好 きで ,

大 学 に 入 った ら い ろ い ろ な外 国 語 を勉 強 してみたい と思 って いた。 ロシ

ア語 はむずか しい と聞いて いたが,外 国語 好 きだか ら こ そ敢 えて それ に

挑戦 してみたい と思 ったの であ る。 しか し,ロ シア語 の 先生 の授 業 は,

文 法 一 辺 倒 で学 生 にや る気 を起 こさせ る もの ではなか った。 それ以来,

専 門科 目は別 と して,語 学 は他 大 学 か語 学 学校 で勉 強 す るよ うに なった

の であ る。皮 肉な ことに,現 在 職 業 と して い る スペ イ ン語 も自分 の母校

ではひ とつ も勉 強 していない。

いろい ろな学 生の話 を聞 くか ぎ り,こ の よ うな状 況 は 現 在 もあ ま り変

わ ってい ないよ うで ある。 それ で もなお,大 学 で は 第2外 国 語 を学 ば な

くて は い け な い の で あろ うか。学生 に とって大学 で英語 以外の外 国語 を

学ぶ 意味 と意義 は どこにあ るのか。学生諸君 は第2外 国語 を学 ぶ こ と を



望 んでい るのであ ろうか ……

そんな こ とを考 えなが ら,筆 者 は毎 年,最 初 の授 業 の と き,必 ず 学 生

諸 君 に ア ンケー トを とる よ うに して いる。 スペ イン語 を勉強 しようとす

る動機 ・目的,授 業 に対 す る要望 な どで あ る。 動機 につ いての代表的 な

答 えは,「 将 来,ス ペ イ ン(ラ テ ンア メ リカ)に 旅 行 した い と思 って い る」,

「スペ イ ン(ラ テ ンア メ リカ)の 文化 ・歴 史 に興 味 が あ る」,「ア メ リカの

映 画 や 小 説 に は,よ くスペ イ ン語 が 出て くるの で,ス ペ イ ン語 もわ か る

よ うに な りた い と思 った」,「小 さい と きに 父 の仕 事 の 関係 でスペ イン語

圏に住 んでい たので スペ イン語 に親 しみが あ る」,な か に は 「先 輩 か ら発

音 が簡 単 で,し か も先 生 がや さ しい の で単 位 が取 りやす い と聞いた」 と

言 う本 音の 回答 もあ る。そ して授業 に対す る要望 としては,「 高校 まで の

英語 の よ うな訳 読 中心 ではな く,会 話 が で きる よ うに な りた い」,「楽 し

い授 業 に して ほ しい」y「受 験 英 語 の よ うな勉 強 は も うコ リゴ リ」 との声

が圧倒 的 であ る。

本年度(93年 度)よ り中学 の教 科 書 が 大 幅 に 改 定 され,高 校 の 英 語教

科 書 も来 年 度 か ら コ ミュニ ケー シ ョン重 視 の方 向 に変 わ る と聞 い て い

る。戦後 い くつか あった英語教 授法大変革の最新版 であ る。実際,筆 者

の娘(中3)の 英 語 の教 科 書(NewHorizon)を 手 に取 る と,本 のサ イ

ズが これ まで よ りふ た まわ りも大 き くな り,マ ンガや 写 真 が 多 くな った

こ とに気づ く。 そ して内容 的に も中1で 過 去 形 が 出 て きた り して,文 法

項 目の 配 列 に も変 化 が 見 られ る。娘 の通 う区立 中学 の授 業で も,こ れ ま

で のパ ター ン ・プ ラ クテ ィス といった機械 的 な ドリル練 習か ら,実 際 の

シチ ュ エー シ ョン を念頭 に おい た コ ミュニ ケー ション活動(た とえば 友

達 に英 語 で イ ン タ ビ ュー した り,ペ ン ・フ レン ドに手 紙 を書 くな ど)が

多 くな って い る。 この よ うな変化 は,現 在 の語 学 教 育 の世 界的 な潮 流 と

な ってい る コ ミュニ カテ ィヴ ・アブ ・ロー チの影響 を受 けた ものであ る。

外 国語 または第2言 語(あ るい は 第3,第4…)を コ ミュ ニ ケー シ ョ

ンの 手段 と して捉 え,そ の能 力(「 聞 く」,「話 す 」,「読 む 」,「書 く」の4

技 能)を 機 能 的 に高 め る こ とを 目標 とす る コ ミュニ カテ ィヴ ・アプ ロー

チ は,遅 れ ばせ なが ら スペ イ ン語 の世 界に も浸透 しつつ ある。昨年1月

に清 泉 女 子 大 学 で開 催 され た第3回 ア ジア 国 際 イ スパ ニ ス タ会 議 に筆者

も参加す る機会 を得 たが,ス ペ イ ン語 教 育 の 分科 会 で は コ ミュニ カテ ィ
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ヴ ・アブmチ(m6todocomunicativo)を テー マ と した報告 が 少 な く

なか っ た。

語学教 育に関 しては これ までいろいろな メソ ッ ドや アプ ローチが喧伝

され て きたが1ど の よ うな教 授 法 にせ よ,そ れ で絶 対 とい う方 法 は な く,

ま して や 言 語 を習 得 す る場 合 に は何 とか メ ソッ ドにこだわ ってい るわけ

では ない。「習 うよ り慣 れ ろ」と言われ るよ うに,こ れ まで 人類 は 言葉 を

使 用 す る必要 に迫 られ て言語 を獲得 して きたの である。結局の ところ,

人工 的 な加 工 を加 え た教 授 法 は 自然 習得 と異 な り,ど こか に 無理 が 生 ず

るの で あ ろ う。 コ ミュニ カテ ィヴ ・アプ ロー チ もiそ の理 念 ・手 法 を深

く理 解 しな いか ぎり,こ れ までの メ ソ ッ ドの よ うにや がては批判 に さ ら

され,捨 て られ る運 命 に あ るの か も しれ ないのであ る。

それ では,筆 者 自身,ど の よ うな理 念 ・手 法 に も とつ いてスペ イン語

を教 えてい るのか と問われれば,非 常 勤 講 師 と して の 身分 的 制 約 や 第2

外 国 語 と しての 時 間的 制 約 は あ る ものの,目 標 は,文 部 省 学 習指 導

要 領 風 に表 現 す る と一 一 「スペ イン語 を理解 し(聞 く,読 む),ス ペ イ ン

語 で表 現 す る(話 す,書 く)力 を養 い,ス ペ イ ン語 で積 極 的 に コ ミュ ニ

ケー シ ョンを図 ろ うとす る態度 を育 て る(学 習者 の 意 識 変 革 を図 る)と

ともに,ス ペ イン語や スペ イン語 圏 文 化 に対す る関心 を高め,国 際理 解

を深 め る」 こ とに あ り,教 師 と して は その 手 助 け をす るためy学 生 とス

ペ イ ン語 との 「幸 福 な出逢 い」を演出 し,「 魅 力 あ る ラ イ ヴ授 業 」を提 供

す るこ とを肝 に銘 じてい る と答 える。 以下T実 際 の 事 例 を見 な が ら,そ

の 「幸福 な 出逢 い」 と 「魅 力 あ るライヴ授 業」 を提供す ることが可能 で

あ るか どうか検証 してみ よ う。

2.事 例(1)一 初 級 ク ラ ス

週 あ た り時 間数:90分 ×週2回(た だ し,文 法 中心 の授 業週1回 と会 話

中心 の授 業 週1回 に分 か れ る。 筆 者 は

会 話 中心 の授 業 を担 当)

クラ スサ イ ズ:金 曜1限(8:50～10:20)25名(英 語 英 文科12名,法 律

学 科4名,経 済学 科3

名,貿 易学 科6名)
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金曜2限(10:30～12:00)15名(法 律 学 科9名,経

済学 科1名,貿 易

学科5名)

会 話 クラ スの 目標:基 本 語 彙1,000語 程 度 と基 本 的 な 日常 会 話 能 力 の 習

得

授業 内容(後 掲 授 業 時程 参 照):

正 味80分 の授 業 は 各20分 ず つ の4つ の 学 習 項 目に分 れ,ま ず 挨 拶,月

日 ・曜 日の確 認,雑 談 な ど,い つ ものや り と りを経 た うえ,前 回 の復 習

をデ ィ クテー シ ョ ンお よびその和 訳テ ス トとい う形 で行 な う。 この際

初級 クラス といえ どもほ とん どスペ イン語 で説明す る。授業 をスペ イン

語 ですすめ るこ とにつ いては,最 初 大 多数 の学 生 が 戸惑 い を示 す。 しか

し,コ ミュ ニ ケー シ ョン能 力 の 向上 を目的にす るな らば,授 業 を 目標 言

語 で行 な うの は 当然 であ るし,昨 年 度初 級 クラ スの 学年 末 テ ス トのア ン

ケー ト結 果 で も,授 業 を スペ イ ン 語 で 行 な う こ とに 好 意 的 な者37名

(74%)に 対 し,批 判的 な者 は13名(26%)に す ぎなか っ た。 た だ,す べ

て を スペ イ ン語 で 説 明 す るの では な く,教 室 の 雰 囲 気 を和 らげ(学 生 の

心 理 的 な壁 を取 り除 き),学 生 の理 解 を深 め るため の 効 果 的 な 日本語 の使

用は必要 であ ろ う。 また,学 生 に は スペ イ ン語 で授 業 を行 な うことの 目

的は インプ ッ トの量 を増やす(だ か ら知 らず 知 らず の うち に聞 き取 りが

で きるよ うに なる)こ とで あ り,100%理 解 で き る とは思 わ な い し,ま た

理 解 す る必 要 もな い,大 切 な の は問 違 っ て もい いか ら何 を言 ってい るか

を推測す る 「語学 のカ ン」 を養 うこ とだ と説明 してい る。事実,あ る生

徒 は前 記 テ ス トの際 の ア ンケー トで,「この スペ イン語 の授 業 は 最初 か ら

最後 までず っとスペ イン語 だ ったので,は じめ の うち全 然 わ か らな くて

と ま どったけ ど,文 法 か ら入 る よ りは こ うや って い きな り会 話に入 らさ

れた方が楽 しい。毎週耳慣 れた 単語 が増 えて いって,な ん とな くわ か る

よ うに な るの で こ うい う授 業形式は変 えな いでほ しい」 と述べ て いる。

授 業時程 の最 初 の3つ の 学 習 項 目で使 用 す る テ キ ス トとビデ オは,

NHKテ レ ビの 『スペ イ ン語 会 話 』で あ る。NHKの テ キ ス トと ビデ オ を

使 用 す る理 由 は,第2外 国 語 の初 級 と して 学 習 す るの に適 当な量 であ る

こ と,ま た,質 的 に は,た だ 単 な る会 話 文 で は な く,ス ペ イ ン語 の 文 化

的 な コン テ クス トが映像 を通 じてよ く理 解 で きるこ と,と くに今 年度 か
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らコ ミュニ カティヴ ・アプ ロー チ を取 り入れて番 組が大幅 に改善 されて

い るこ と(日 本 語 は 字 幕 ・文 字 だけ で,説 明 ・進 行 な どの 音 声 面 す べ て

が スペ イン語 のネ イティヴに よって語 られ るインプ ッ ト主体 に なってい

る),番 組 の 内容 自体 が 非 常 にお も し ろい こ と,宿 題 と して テ レビの視 聴

を義 務 づ け られ るこ と,な ど で あ る。 ビデ オの 利 用 に関 しては,英 語教

育 につ い て の学 生 に対 す るア ンケー ト(英 語 教 育 実 態調 査 研 究会 調 べ)

で も,10,205名 中,6,910名(67,7%)の 学 生 が授 業 に ビデ オ ・映 画 な ど

を使 用す るこ とを望ん でい る。

学 習項 目1(復 習)の デ ィ クテー シ ョン とそ の 和 訳は 会話文 の とき も

あ る し,ス ペ イ ン語 の 歌 の場 合 もあ るが,必 ず10行 以上 の 長 さに な る よ

うに 配慮 して いる。デ ィ クテー シ ョンは筆 者が ゆっ くり3回 繰 り返 す がy

聞 き取 れ なか った り,ス ペ ル を間 違 え た場 合 に は,学 牛 自身 が 赤 ペ ン で

直 し,3回 練 習 す る よ うに指 導 して い る。

学 習項 目2で は,ビ デ オ を見 な が ら,一 時停 止 を 多用 し,タ ー ゲ ッ ト・

セ ン テ ン スの音 読 練 習,文 法 説 明,状 況 説 明,実 際 の 口頭 練 習や 応用 を

行 な っ て い るC,そ の 際 な るべ く筆 者 の 留 学 先 で あ った スペ イン とメキ

シ コ両国の スペ イン語 の違 いや文化 的 ・歴 史的背景 を話題 にす るよ うに

して いる。

学習項 目3は 従 来 型 の学 習 に近 い もの でT和 文 西 訳 が 中心 で あ る。 た

だ し,い き な り書 かせ ず,ま ず 口 で言 って か ら書 くよ うに指 導 して いる。

そ して正 し く言えた者 を指名 して板書 させ て いる。 その間,筆 者 は い わ

ゆ る机 間巡 視 を行 な い,個 別 に対 応 して い る。

学 習 項 目4で は,イ ギ リ スUSBORNE社 の"SPANISHFOR

BEGINNERS"を 使 用 して,日 常 会話 の 練 習 を行 な っ て い る。これは昨

年度か ら使用 してい るが,学 生 に 大 好 評 で,そ の理 由 を尋 ね る と,「 絵 が

大 き くカ ラフ ル で,し か もユー モア に 富 ん でお り,見 て い るだ け で楽 し

い 。日本 で 出版 されて いるスペ イ ン語 の教科書 の よ うにつ ま らな くない。

スペ イン語科 の学生 に も見せ び らか して,う らや ま しが られ て い る」 と

の こ とであ った。 スペ イン語 の コ ミュニケー ション能 力 を高め るには,

まず学 生 を スペ イ ン語 好 きにす る必要 があ り,筆 者 自身,も っ と学 習 者

の 立場 に 立 つ 授 業 をこころがけね ば と反省 を した次第 である。

以上の よ うに学 翌項 目を4つ に分 け,複 数 の教 材 を使 用 して い る理 由



は,コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力 の4技 能 を高 め,学 習 に対 す る十分 な動 機

づ け を行 な うには,い ろ い ろ な角 度 か ら学 習 す る必 要が あ るか らで,ま

た,正 直 な と ころ,学 生 を90分 間飽 き させ な い ため に も,授 業 を20分 単

位 ほ どに 区切 った方 が 有 効 な のであ る。

評価方法:

評 価 は授 業 へ の 参加 度(平 常 点)と 年2回 の テ ス トで行 な うが,筆 者

は,テ ス トもコ ミュ ニ ケー シ ョン活動 の一環 であ り,安 易 な テ ス ト作 り

が学 生 の 意欲 を損 な うと考 えて い る。 したが って,問 題 作 りに も細 心 の

注 意 を払 い,で きれ ば 学 生 が 「楽 しん で テ ス トに参加 で きる」 よ うな問

題 を毎 回考 えてい る。一例 として,読 解 力 をみ るな らば,笑 い話 や 実 際

の機 械 の 説 明書 を辞 書持 ち込み可 で訳 させ た り,作 文 力 をみ るに は,就

職 試 験 の 面 接 を想 定 させ,自 己PR文 を 自由 に 書 くテ ス トな ど を行 な っ

て い る。配点 は前期 を100点 満 点(平 常 点40点,テ ス ト60点+ア ル フ ァ),

後 期 を200点 満 点(平 常 点80点,テ ス ト120点+ア ル フ ァ),計300点 満 点

と して これ を3で 割 って 学年 の 成 績 を 出 して い る。後期 に倍の比重 をか

けて いるのは,前 期 よ りも後 期 の 方 が 内容 が む ずか し くな るこ と,前 期

で 失 敗 して も後 期 で取 り返せ る ようにす る(そ して後 期 も し っか りと勉

強 して もらう)た め で あ る。

問題点;

文法中心の授業 と会話中心の授業 を担当す る先生が別々のため,そ の

調整 を図るのがむずか しくなっている。筆者の場合,今 年度は文法担当

の先生の御提案により,二 人の連絡帳 を作 り,お 互いの授業内容 を毎回

記録 し,必 ずそれに 目を通 した上 で授業を行 なっているので,昨 年度よ

りもずっとスムーズに授業がすすめ られるようになった。

文法 クラスと会話 クラスの連係以上に大問題なのが,学 生の「や る気」

である。一般的にいって,文 学部の学生が語学好 きであるのに対 して,

他学部の学生は語学が嫌 いなようである。その結果が学習態度にも現わ

れている。初級の場合,英 語英文科の学生の多い金曜1限 目の学生の方

が,多 人数にもかかわらず2限 目に比 して意欲的で,テ ス ト結果 も良好

であった(ち なみに,ほ とん ど同 じテス ト問題を出した今年度前期成績
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の平均点 は,前 者 の70 .6点 に対 して 後 者 は55 .8点 で あ った)。

現 在 さ ま ざ まな大 学 で 第2外 国 語 の履 修 条 件 を どの よ うにす るかが

問題 となってい るが,受 講 す る学 生 の学 習効 果 の 面 か らも,大 学 の魅 力

あ る カ リキ ュ ラム 作 りの面か らも,英 語 を含 め た外 国語 の 自由選 択 制 を

真剣 に討議 す る時期 に来て いる と考 え るの は筆者ばか りでは ない と思 う

(ち なみ に,前 記研 究会 が 調査 した 大 学 生10 ,288名 の う ち,英 語 を必 修 と

し,外 国 語1つ を選 択 必 修 とす るの に賛 成 な 者3 ,902名(37.9%),英 語

を含 め て外 国 語 は すべ て選 択 にす るに賛成 な 者2 ,366名(23.0%)が 上 位

2位 を 占め て い る)。

3.事 例(2)一 上 級 ク ラス

週あた り時間数:90分x週1回

クラスサ イズ:4名(英 語英文科3名 ,聴 講生1名)

クラスの 目標:辞 書 を使用 して新聞が読める程度の読解力とネイティ

ヴのナチュラル ・スピー ドのスペ イン語を半分以上理

解する聴解力の養成

授業 内容(後 掲 授 業 時 程 参 照>1

スペ イ ン語 上 級 を担 当 して3年 目に な るが,今 年 度 は それ まで の訳 読

中心 か ら大幅に 内容 を変更 した。 これ までは,ス ペ イ ン 史や メ キ シ コ史

の概 説 書,そ れ か ら筆 者 が スペ イ ン語 で執 筆 した経 済関係 の論文 な どを

分担 して翻 訳,ワ ー プ ロで清 書 して,1冊 の 翻 訳書 作 りを年 間 の ア クテ ィ

ヴ ィ テ ィと していたが,今 年 度 か らは ア メ リカ で製 作 され た ビデオ教 材

"ESPANAYLASAMERICAS"に 収 め られ て
い る各 レ ッス ン5分 程

度 の ニ ュ ー スや コマ ー シ ャル,ル ポ ル ター ジュ の視 聴 を通 じて,聴 解 力

を高 め るの を第一 義 と した。上 級 は読解 力 の養成 に最 大の力点 をお いて

い るが,そ の ため に も,ま ず は学 生 の 貧 しい聴 解 力 を高め なければ な ら

ない と痛感 したか らであ る。

実 際の授 業は,グ レ ゴ リー ・ク ラー ク上 智大 学 教授 の提唱 され てい る

「暗号解 読法」に もとつ いて行 なってい る。 この 「暗号解 読法」とは,カ

セ ッ トテー プ の音 だ け を頼 りに,何 を言 っ て い るの か を書 き取 る学習法
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で,い わゆ る 「テー プ お こ し」 で あ る。筆者 自身 もテ レビ局 の仕事 で こ

の よ うな 「テー プお こ し」 を何 回か行 なった経験 が ある。 高度 な語学 力

と根 気 を必要 とす る作業 であ るが,読 解 力 を飛 躍 的 に高 め るの に きわめ

て有効 である。

しか し,第2外 国語 上 級 程 度 で は,直 接 この方 法 を適 用 す るに は学 生

の語学 力に問題が あ る。 むずか しす ぎてつ いていけないのであ る。 そ こ

で,カ セ ッ トテー プ の ほ か,ヒ ン トと して 内容 理 解 の助 け となるスペ イ

ン語英 訳の単語 集や 重要 表現集 を渡 して ある。 これ を毎週学生 は予習宿

題 としてや って くる。 そ して授 業は,宿 題 の添 削 や 内容 に関 す る質 疑 応

答 をした り,付 属 テ キ ス トの練 習 問題 を した あ と,毎 回 の ニ ュー スや テー

マ に関 す るデ ィスカッシ ョンを行 な って いる。 で きれば このデ ィスカ ッ

シ ョン もスペ イン語 で行 ないたいので あるが,残 念 なが ら学 生 に まだ そ

の 力 は な く,正 直 い って,筆 者 自身 の スペ イ ン語 力 も,完 全 なバ イ リン

ガル の よ うに デ ィスカ ッシ ョン を リー ドで きるほ ど高度 ではない。

上級 は人数 も少 ないの で,こ の よ うな きめ 細 か な指 導 が 可能 であ るが,

学 生 た ち の感 想 もお お む ね 好評 であ る。聴講生 として出席 してい る年 配

の男性 は,「 文 字 を見 れ ば わか るの だけ れ ども,こ れ ほ ど聴 解 力 が な い と

は 自分 で もビ ック リした。 とて も勉 強に なる」 とは りきって いる。上級

は 自由選 択制 で,意 欲 の あ る学 生 しか 集 ま らな い ので(だ か ら人数 も少

な い),こ の よ うな指 導 が 可 能 な の で あ ろ う。ただ,筆 者 と して は,こ の

よ うな暗 号解 読 法 が 今 年か ら担 当 してい る中級 クラスで も実施可能 か ど

うか試 したい と考 えてい る。

評価 方法:

上 級 の 評価 は,テ ス トは行 な わず,平 常 の 宿 題(テ ー プ お こ し)と 授

業 での 発 言 頻 度 ・内容 を も とに してい る。毎週 の宿題が テ ス ト代 わ りに

な るわけ で,学 生 に とって は,こ の ほ うが テ ス ト前 に一 夜漬 け で済 ませ

るよ り大変 だ と思 う。

問題 点:

た しか に,自 由選 択 制 で学 生 は それ な りの意欲 をもって課題 に取 り組

ん ではい るが,上 級 と もな る と,そ の学 習履 歴 に大 きな差 が あ り7し た
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が って,個 々 の学 生 の レベ ル差 も同 じク ラスでい っ しょに学習す るのが

適切 か ど うか,疑 問 に な るほ ど大 きな もの とな ってい る。 この よ うなレ

ベ ル差 の問題 は,人 数 が少 ない上 級 では まだ個 別 に対応す るこ とで処理

で きるが,今 年 度 か ら担 当 して い る 中級 で は 人数 も多 く(1ク ラ ス24人

と14人 の2ク ラス),20名 以 上 で は個 別 に対 処 す る の も限 界 に達す る。初

級 中級の 目標設定が,個 々 の担 当教 員 に よ って 異 な り,初 級 で 直 説 法

現 在 しか勉 強 して い ない学生が何 人 もいる現状 は早急 に解決 しなければ

な らない問題 であ ろ う。 ま してや,現 役 の 学 生 よ り,仕 事 を引退 した聴

講 生や 主 婦 の 学 生 の方が,勉 強熱 心 で成 績 も良 い状 況 は,「若 者 よ,バ イ

トば か りに 精 を 出す な」 と 言いた くな るほ どであ る。

また,上 級 クラ スでは,現 在,中 学 や 高 校 の 英語 の授 業 で 導 入 され て

い るネ イテ ィヴ ・ス ピー カー とのペ ア ・テ ィー チ ングや 討論形 式の授 業

を積極的 に検 討 して しか るべ きであ ろ う。 そ うすれ ば上級 クラスで筆 者

の念願 とす る 「あ るテーマ につ いて相 手の意見 を聞 き,自 分 の意 見 を述

べ た上 で,最 後 に小 論 文 に ま とめ る こ との で きる
,真 に ア カデ ミッ クな

スペ そ ン語 力 の養 成」 も可能 とな る。 ただ,ペ ア ・テ ィー チ ン グは,事

前 に よ く打 ち合 わせ を行 な い,上 手 に クラ ス を運 営 す る必要 が あ るだけ

に,経 費 の 面 だ け で な く,運 営 面 で も非 常 にむ ず か しい こ とは確 かであ

る。

4.お わ りに

英語ブームである。 日本の英語教育産業は年間1兆 円規模 と言われて

いる。 これは,日 本(人)の 国際化指向を反映 したものであろう
。 しか

し,英 語ができるようになることと国際人(国 際的な視野に立って物事

を考え,行 動する人)に なることは同義ではないし,ま してや,真 の国

際人を目指すならば,英 語圏 といったメジャー な国・文化ばか りでな く,

マ イナーな国や文化に も目を向けなければならないであろう。世 界の語

学勢力分野における 「英語帝国主義」 を排除す る必要 もあろう。

世 界20ヵ 国あま りの地域において1億6,000万 人以上 の人々が母語 と

して使用 しているスペイン語がマイナーであるか どうかは別 として,日

本人が英語以外にスペイン語 を学ぶ意味 と意義は,真 の国際人に必要な
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複眼的な思考 と態度 をもつ ことにあるのだ と筆者は考 えている。 どこか

の キャッチ フ レー ズ で は な い が,"THINKGLOBALLY.ACT

LOCALLY."こ そが市民 レベルでの国際化に対す る基本的な視座だ と

考える。

このような視座に もとづ き,大 学における第2外 国語 としてのスペ イ

ン語教育に必要 な改革 を,「 カ リキュラム」それに 「教える側」と 「学ぶ

側」の三点か ら考察 してみよう。

制度改革 としては,す でに,英 語 を含めた外国語の自由選択制の問題

を指摘 した。すべての外国語が自由選択になれば,多 くの外国語教師が

失業の危機に瀕するか もしれず,筆 者 もその危機に直面するひとりなの

であるが,外 国語に対する多くの学生の学習意欲のなさと多人数教育に

よる語学教育の弊害を見るか ぎり,敢 えてこの自由選択制は真剣にその

導入 を議論 しなければならない問題だ と主張する。 さらに,一 般教養課

程での語学教育の 「非生産性」 を改善するため,中 級以上における4技

能別(聞 く,話 す,読 む,書 くの どれかひとつの技能の向上に重点をお

く)ク ラスや習熟度別の クラス編成,ま た,ス ペイン語で専門科 目を教

えるクラスや年間テーマ を定めたゼ ミ形式の授業sさ らには とくに初級

の場合,夏 休みが間に入ると前期で学習 したことを忘れて しまい,後 期

にはまたほ とんどゼロに近 い状態か らや り直さなければならない傾向が

あることや,語 学は集 中して学習す る方が効果的であることを考慮 し,

第2外 国語 を通年ではな く,前 期 または後期の集中授業形式にす ること

も検討すべ きであろう。そ して,ス ペ イン語 を使 ったボランティア活動

やネイティヴ との交流活動,ス ペ イン語圏への留学,ス ペ イン語検定資

格の取得 など,教室外での活動にも一定の単位 を認定す ることによって,

柔軟なカ リキュラム,開 かれた大学 を創 る必要があろう。

次に教 える側の問題 としては,こ れまでの文法 ・訳読(文 学)至 上主

義か ら脱却 し,コ ミュニケー ション手段 としてのスペ イン語教育の見直

しを図ることによって,こ れを活性化する必要がある。黙っていれば学

生が来るとい う 「殿様商売」ではな く,学 生がスペ イン語教育に求めて

いるもの と,自 分が提供 できる(提 供 したい)教 育 との接点 を探 り,真

に魅力ある授業創 りをこころがけなければならない。国語教育で著名な

大村はま先生は,「 静かにしなさい!」 と 「わか りましたか?」 は教師の
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禁 句 だ とい う。 大 学 教 師 も 「最 近 の学生は私語 が 多 くて困 る」 と嘆 く前

に,学 生 を静 か に させ るだ け の 熱 意 と練 りに練 った授業計画案 を もた な

ければ な らない。 そ して,研 究 者 と して で は な く,教 育 者 と して の 自分

を見 直 し,そ の 意 識 を変 革 す る必 要 が あ ろ う。

最後 に,学 生 諸 君 に は,「 語 学 を習得 す るた め の ゴー ルデ ン・エ イジ と

言 われ る幼 児期 を過 ぎた 日本人に とって,外 国 語 が使 え る よ うに な るに

は,君 らが 想像 す る以 上 の根 気 と努 力 を必要 とす る。 しか し,君 らが憧

れ る"バ イ リン ギ ャル"の よ うに た だ単 にペ ラペ ラ しゃべ れ るだけ では

価 値 はない。どの よ うに話す かでは な くy何 を話 す か が よ り重要 で あ り,

しか も内容 の あ る こ とを表現 で きるよ うに なるには,語 学 に 限 らず,い

ろ い ろ な学 習 を通 じて 自分 自身 を磨 く必要 のあ る」 こ とを理 解 して もら

いたい。 本来,大 学 は最 高 学 府 として学 問 をす る場 であ る
。 しか し,多

くの学 生 は 「知 的 生産 」 よ り も 「痴 的消 費」 に うつつ をぬか してお り
,

カル チ ャー セ ン ター に通 って い る主婦 の 方々の方が熱心 に勉 強 して いる

とは情け ないではないか。 もう…度 なぜ勉 強す るのか を問 い直 し,鋭 い

分 析 力 と豊 か な創 造 力 を もつ 市民 に育 ってほ しい と筆 者は切 に願 ってい

る。1年 間 の授 業 の 感 想 と して,「 ぼ くは は じめ,地 元 の ジュ エ リー 売 り

の外 人 さん と友達 にな りた くてスペ イン語 をと りま したが
fi前 期 難 しす

ぎて後 悔 しま した。(授 業 を)う け る気 も しな くて,態 度 も悪 か った と思

い ます が,先 生 が す ご くみ ん な に公 平 で 怒 らず
,授 業 をす す め て下 さ っ

たの を見 て いて 自分 が恥 ずか し くな りま した。 スペ イン語 で質問 され て

分か らない時 がほ とん どだったけ ど,そ れ で も分 か った 時 は,本 当に う

れ しか っ た です 。 覚 え て いるのは数 字(を 習 っ た授 業)の 時 な どで す
。

あ と,映 画 の"カ サ ブ ラ ンカ"と い う意 味 も分 か りま した。 短 か ったけ

れ ども本 当に どうもあ りが と うござい ま した。 ア ホのぼ くに も,質 問 を

み ん な と同 じよ うに して くれ て うれ しか ったです」 とい う素 直 な心の コ

メン トを寄せ る君 らであ るのだか ら……
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授業時程

スペイン語初級 ・会話

目標1基 本語彙1,000語 程 度 と基本的 日常会話能 力の習得

順 ・番 学 習 項 目 時間(分) 使 用 教 材

1
DICTADO

(復 習)
20 NHKス ペ イ ン語 会 話 ・水 曜 シ リー ズ

2 基本文 20 NHKス ペ イ ン語 会 話 ・水 曜 シ リー ズ

3 練習問題 20 NHKス ペ イン語 会 話 ・土 曜 シ リー ズ

4 会話 20 SPANISHFORBEGINNERS

宿題 週2回NHKテ レビ ・スペ イン語会 話の視聴

スペイン語上級

目標:高 度 な聴解 力 と読解 力の養成

順番 学 習 項 目 時間(分) 使 用 教 材

1 宿題の添削 20 ESPANAYLASAMERICAS

2 ビデオ視聴 ・質疑応答 20 同上

3 練習問題 20 同一ヒ

4 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 20 同上

宿題 毎 週1レ ッス ンの テ ー プ お こ し
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